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マウエスの位置





アマゾナス州の主な都市の人口比較

マナウス イタコア
チアラ

パリン
チンス

マウエス

人口（人）
（2010年）

1,802,014 86,839 102,033 52,236

人口密度（人/km2）
（2010年）

158.06 9.77 17.14 1.31

人口増加率（％）
（1980-2010）

184.5 64.2 98.6 74.0

IBGEの資料より作成



アマゾン川の水位の年変動

気温と降雨量の年変動
西澤ほか（2005）より引用

松本（2012）より引用



マウエス周辺地域の標高段彩図
SRTMデータより作成

マウエス市街

季節的に浸水する低地：
ヴァルゼア

通年的に浸水しない台地：
テラフィルメ











マウエス市街









事例農場（テラフィルメ）
の土地利用（2012年）



事例農場（ヴァルゼア）の土地利用（2012年）



乾季（10月）の衛星画像
（ALOS AVNIR2）

雨季（５月）の衛星画像
（ALOS PALSAR）





まとめ

＜マウエス周辺地域の自然条件＞

＜事例農場の土地所有の特徴＞

季節的には，月降水量200mm以上の雨季と，100mm以下の
乾季に区分される。
それによって，アマゾン川の水位は大きく年変動する。

地形的には，季節的に浸水する低地であるヴァルゼアと，通
年的に浸水しない台地であるテラフィルメに分けられる。

テラフィルメとヴァルゼアにそれぞれ土地を所有し，乾季には
肥沃なヴァルゼアで自然放牧し，雨季になるとテラフィルメに
移動させることで，水位変動に伴う環境変化に対応した牧畜を
行っている。
テラフィルメの農場では，牧畜以外の畑作も行っている。


